
会社統合で混在したCADソフトを集約・統合
優れたファイル互換性で2D/3D/BIM統合も視野に

日鉄テックスエンジ株式会社

導入事例

日鉄テックスエンジ株式会社（以下、日鉄テックスエンジ）は、グループ会社の経
営統合に伴い2D CADソフトウェアが混在していた環境を統合するため、図研
アルファテックが提供する「BricsCAD」を導入した。過去の設計データとの互
換性に優れ、競合製品に比べライセンス費用が抑えられる上に、将来的に目指
す2D/3D/BIM統合へのツールとしても期待されている。

▶�グループ会社統合の結果、社内に複数のCADソ
フトが混在していた

▶CADソフトのライセンスを安価に抑え、かつ自社
内で管理したかった

BricsCAD

▶�優れたファイル互換性により、過去のデータのほ
ぼすべてを利用可能
▶�ネットワークライセンスの導入により社内で効率
的にライセンスを管理
▶�自社の2D/3D/BIM環境を統合するツールとし
て期待

混在するCADソフトを統一し
業務の標準化を図る

　鉄鋼分野をはじめとする、数多くの
プラントに関わってきた実績を持つ日
鉄テックスエンジ。機械・電気・建築の
統合力を持ち、プラントの設計・建設
から試運転、操業管理やメンテナンス
まで一貫して手掛けることができる、
今では数少ない総合エンジニアリン
グ企業だ。現在では日本製鉄株式会社
100％出資の完全子会社となっており、
日本製鉄グループが各地に有する鉄鋼
関連プラントに関わっていることはも
ちろん、グループ外でも自動車やエネ
ルギー関連などさまざまなプラントを
手掛けている。
　そんな同社のエンジニアリング事業
に欠かせないCADソフトウェアにつ

いて、近年ある1つの転機があった。
　「2014年に、8つの企業が統合して
現在の当社の形になりました。その結
果、2D CADだけでも6種類のソフト
が社内で混在する状態となりました。
このままでは事業統合の効果が不十分
になるなどの懸念があったため、CAD

の統一化を図り、検討を開始すること
にしました」。こう説明するのは、機械
事業本部 エンジニアリング事業部 機
械エンジ4部長の梨木俊志氏だ。こう
した経緯もあり、同社ではCADソフト
の統合・標準化を図るべく、さまざまな
製品の比較検討に乗り出した。

互換性、動作の安定性のほか
コストや管理のしやすさを評価

　日鉄テックスエンジのエンジニアリ
ング事業では、機械設計を主に3Dで
行っているが、外部へ発注する部品な
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どの図面には2Dを使っている。この
うち2D用のCADソフトについて、こ
れまで同社内で広く使われていた製品
が、サブスクリプション方式に変更さ
れたのだ。そのため、必要な数を用意す
るには多額の費用が必要になると予想
された。
　そんな中で浮上してきた候補
が、図研アルファテックが提供する
BricsCADだった。「BricsCADは競合
CAD製品に比べて安価であるほか、買
い切りのライセンス形態のため管理性
に優れているのが特徴です。ネットワー
クライセンスでは、社内に管理サーバ
を置くことで、実際の利用状況を把握・
管理できます」と機械事業本部 技術部 
技術開発グループ アシスタントマネ
ジャーの原竜彦氏は説明する。さらに
その使い勝手については次のように評
価する。
　「BricsCADはUIもフレンドリーで
す。これまで使ってきたCADソフト
とも操作性は大きく変わらないので、
移行先として問題ありません。しかも
動作が安定しているので、レスポンス
も良く、作業効率もアップしています」
　さらに、多種多様なCADソフ
トを使ってきた同社にとっては、
BricsCADの優れた互換性も大きな
ポイントだった。「BricsCADの特徴

の活用が進みつつある。この取り組み
を主導するのは、技術開発グループ長
の村山亨氏だ。
　「世の中にある最新技術を取り入れ
て、必要に応じて組み合わせて効果的
なツールを作ることが、我々技術開発
グループの役割です。その中で、BIMや
VRなどの技術を次のステップとして
注目しています」（村山氏）
　また現場によっては、現況図面が
整っていないところもあるため、そう
した現場をレーザースキャナなどで点
群データ化する取り組みも進めてい
るという。さらに将来的には、機械系
の2D/3Dと建築系のBIM、すべてを
DWG形式のデータを軸として統合し
ていくことを目指している。
　村山氏は、「BricsCADは今のところ
2Dを中心に使っていますが、3Dにも
BIMにも対応する数少ないCADであ
り、この2D/3D/BIMの統合にも役立
つと考えています」と説明する。
　さらに村山氏は、「BricsCAD開
発元であるBRICSYS社から、今後の
BricsCADの方向性を聞かせてもらい
ましたが、VRや点群など新たなテクノ
ロジーに対する同社の姿勢が我々の
目指す方向性とも重なっていること
がわかりました。今後、当社としても
BricsCADの活用はさらに広がってい
くでしょう」とさらなる期待を示した。
 

を3つ挙げるなら、互換性・安価・安定
性ですね。BricsCADは互換性が非常
に高く、今まで使ってきたほぼすべて
のCADデータを読み込めます。中間
形式として広く使われているDXF形
式や、取引先との間で使われる機会が
多いDWG形式の扱いも、もちろん
まったく問題ありません」と梨木氏は
説明する。
　こうした特徴から、今後は2D作業
や、2D図面を元にした3Dでの干渉
チェックなどもBricsCADに集約して
いく方針としており、段階的に導入ラ
イセンスを増やしつつ、使用していく
としている。

機械系の2D/3Dと建築系のBIM
を統合するツールとして期待
　現在、日鉄テックスエンジでは将来
に向けて、さまざまな先進テクノロジー

※記載された内容は2019年9月現在のものです
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